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Ⅲ 活性化編
第８章 市場の活性化に向けた基本目標
１ 活性化ビジョンの取組                                           
市場関係事業者が策定した 10 年間の活性化の取組をまとめた活性化ビジョンは、活

性化ビジョン推進委員会が中心となり、全取組項目149項目のうち122項目について、

検討、着手しました(具体的な実施状況は第 12 章 ３「活性化ビジョンの取組結果」（P76

～80）参照)。 

〇主要取組項目 

  視点 取組項目 

北
海
道

拠
点
市
場 活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
４
つ
の
視
点

販売力の強化 ○取引の最適化に向けた取引ルールの見直し及び検証（せりと相対
取引の割合の見直し） 

○補助事業の活用による販路の拡大 
情報発信機能の強化 ○各種広報媒体の積極利用による情報発信（パンフレットをホーム

ページで公開） 
○「印象的かつ簡潔な周知」などを目的として、市場ロゴマークを作成 
○市場ロゴマークを端的に表現するキャッチコピー「いちばいちばん」、デ
ザインを作成 

○札幌市中央卸売市場の機能や魅力等を周知するため、いちばい
ちばん宣言やソング動画等を作成 

（ポスター、YouTube 等を通じて周知を実施） 

食

発
信
拠
点

開
か
れ
た
市
場

市場機能の強化 ○北側駐車場用地等市場用地の有効活用に向けた検証 
○物流動線効率化に向けた売場等における使用ルール及び運用実
態の検証 

集客力の強化 ○見学者に対し市場周辺商業ゾーン（飲食店等）のガイドを配布 
○消費拡大フェアの開催（R元年の来場者数約 31,000 人） 

緊
急
課
題

環境にやさしい市場づ
くり 

○一般ゴミの適正な受益者負担に伴う排出量の削減 
○照明設備のＬＥＤ化（照明使用電力約 60％削減） 
○資源リサイクル施設及び太陽光発電施設の稼働 

災害に強い市場づくり ○地下水活用システムの整備 
○道内卸売市場災害対応等ネットワークにおける災害時相互応援
協定の拡充

未着手 
①マーケットに出回っていない新商材等について売場増設 
②市場と周辺商業者によるイベントのカレンダーを作成し、市場見学
者、消費者に配布 
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活性化ビジョンでは、上記取組の他、企業コンプライアンス意識の向上を図るため

にコンプライアンス推進会議を設置し、研修等を札幌市場全体で行ってきたことや、

品質衛生管理のポイントをまとめた「品質・衛生ハンドブック」の作成も行ってきたと

ころです。

なお、第１次プロジェクトの活性化ビジョンにおいて、前ページの表に記載してい

る未着手①のように継続検討が必要な施設整備に係る取組や、未着手②のような優先

度が劣後している等の理由で検討未着手となっている取組が 27 項目あります。この

未着手項目についても課題整理や継続項目等の総括を実施しており、その総括を踏ま

え、市場関係事業者が主体的に、第２次プロジェクトに引き継いでいきます。 

札幌市場を取り巻く環境は今後も厳しいものであると予想されますが、第２次プロ

ジェクトの策定にあたっては、第１次プロジェクトで取り組んできた経験を活かしつ

つ、時代の変化に柔軟に対応していくことが求められます。 

市場ロゴマーク

市場キャッチコピー「いちばいちばん」

品質管理・衛生ハンドブック

3 万人以上が来場する消費拡大フェア
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２ 市場の活性化に向けた基本目標
第１次プロジェクトの取組や基本方針を踏まえ、今後 10 年間における基本目標を

「経済」「環境」「安全・安心」の３つの観点から定めました。

札幌市場は、豊富な生鮮食料品を日本各地の生産者から集荷し、これらを必要とす

る小売店、量販店等の実需者19へ迅速に販売するという食品流通の拠点としての役割

を果たしています。生産者と実需者のニーズをマッチングさせることで集荷と販売

の好循環を生み出し、継続的な市場の活性化を図ることで、地域経済の発展に貢献し

ていきます。 

また、市場に集まる北海道産品の魅力を積極的に発信し、販売につなげることで

市場の魅力を高める取組も行ってまいります。 

市場流通を担う企業のほとんどは札幌市内を拠点としており、地域経済において

も重要な働く場となっています。市場が働く人々にとって安心して働ける場所であ

り続けることで地域経済を支えていきます。

札幌市場で取り扱う水産物、青果物は海と大地の恵みであり、北海道の豊かな自然

環境があればこそのものです。市場で使う冷蔵庫や施設、車両などについては、自然

環境を守るため新エネルギーの利用など環境負荷の軽減に向けた取組を検討します。 

さらに流通の拠点である市場には日々多数のトラック等が集まります。物流の効

率化を推進することで、CO2 の削減に努めるとともに、生鮮食料品を扱う市場として、

率先して食品ロス削減に取り組んでいきます。 

また、市場は生鮮食料品流通の社会的インフラとして、災害発生時においてもその

機能を維持していくために防災・減災の取組を推進します。

生鮮食料品を扱う際には、衛生管理や鮮度保持等の品質衛生管理の点において高

いレベルが求められます。 

各市場関係事業者が HACCP に基づく衛生管理を徹底し、またそれぞれの食品特性

に応じた適切な取り扱いをすることで市場における生鮮食料品の安全・安心を確保

します。食の安全・安心については市民の関心も高いことから、市場における安全・

安心の取組について積極的に発信していきます。 

19 【実需者】八百屋や魚屋などの小売店、外食産業、中食産業、スーパーなどの量販店、加工業者などのバイヤーを指し、消費者は含まない。 

食品流通の拠点として地域経済に貢献する市場経済

海と大地とともに歩む環境負荷の少ない市場環境

食品の安全・安心を守る市場安全・安心
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３ 課題の整理                                            
これまで見てきた札幌市場の現状と、この章で定めた基本目標とのギャップから、

課題と施策を以下の通り整理しました。

(1) 地域経済に貢献する市場に向けて 
地域経済の好循環を生み出すためには、日々の市場取引を活性化させる必要があ

ります。「ヒト」、「モノ」、「カネ」そして「情報」が集まる市場の特性を活かしな

がら、市場における取扱高の減少に対する方策を検討します。

(2) 環境負荷の少ない市場に向けて 
自然の恵みである生鮮食料品の安定的な生産に寄与するため、札幌市場において

も再生産可能な食材を扱うことや、自然環境に配慮した業務や施設の在り方の検討

を行う必要があります。

(3) 安全・安心を守る市場に向けて 
理念にも掲げた生鮮食料品の安全・安心の確保は、市場流通を担う上で、もっと

も重要なことの一つです。HACCP への対応も含め、引き続き安全・安心を確保して

いきます。 

基本目標 課題 施策 

地域経済に貢献する市場 

取引の強化
販売力・集荷力の強化

公正かつ効率的な取引の推進

北海道産品の魅力発信 消費拡大のための取組

働きやすい環境整備 労働環境の向上

環境負荷の少ない市場 
物流の効率化 施設利用の効率化と有効利用

環境負荷の軽減 環境面に配慮した取組の強化

安全・安心を守る市場 

安全・安心の担い手の育成 健全な企業経営の確保

HACCPへの対応 衛生管理も含めた適切な施設

利用

市場に対する理解の促進 情報発信機能の強化
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第９章 札幌市場全体での取組                                   
市場の活性化に向けた基本目標の実現に向け、第 8章で課題と施策を整理しましたが、

この章では SWOT 分析20（第 12 章 5「SWOT 分析による戦略の整理」参照）を基に、市場関

係事業者と開設者が一体となって推進していく具体的な取組を策定しました。

１ 地域経済に貢献する市場                                    
(1) 取引の強化 

札幌市場は、大量の生鮮食料品を流通させることで、「モノ」、「カネ」を動かし、

経済の循環を図っています。市場の取引を活性化することで、この「モノ」、「カネ」

の動きをさらに加速させ、地域経済に貢献できるような取組を検討、実施します。

ア 販売力・集荷力の強化 
札幌市場の取扱高の増加に資する販売力、集荷力の強化のための取組を検討、

実施します。

① 市場関係事業者の共同実施による取組 
市場関係事業者は、各社の企業理念の下、それぞれが持つ強みや特徴を活か

しながら取引を行い、私企業として経営を継続しております。しかし、札幌市場

で業務を行う上では、物流に関する課題など、市場関係事業者が共同実施によ

り取り組むべき共通課題があります。それらに共同で取り組むことにより、札

幌市場全体の販売力、集荷力を強化し、かつ、各社の個別実施により発生するコ

ストを削減することで、より効率的に市場全体の活性化を図ることを目指して

いきます。

【取組事業例】 
○輸出拠点化に向けた取組 
国や北海道による輸出促進政策を踏まえ、輸出拠点化に向けた検討を実施

○道内他市場等との連携強化 
産地が出荷先を限定する状況において、道内他市場や他企業との連携を強化

し、集荷の安定化、販売力の強化を実施

20 【SWOT 分析】組織戦略の企画立案や事業課題を発見するため、外部環境や内部環境をカテゴリーに分け、現状を分析する手法。

卸 小売 

開設 

【取組実施主体】

小売 

開設 

新たな共同事業の実施 
（着手件数＝10年間で 3件） 

個別目標 
(指標) 

仲卸 

卸 卸売業者 生鮮食料品を市場内の卸売場で仲卸業者などに卸売をする者 

小売 小売組合 仲卸業者から仕入れをし、自分の店で販売する小売店などで組織された団体 

協会 市場協会 市場機能の充実や秩序維持などを目的に市場関係事業者などで組織された団体 
精算 精算会社 市場内で行われる取引の代金決済業務を担う会社 

仲卸 仲卸業者 卸売業者からせり落としたものなどを市場内の店舗で小売店などに販売する者 

開設 開 設 者 卸売市場を開設するものであり、札幌市中央卸売市場の開設者は「札幌市」 
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② 市場関係事業者による新たな取組 
市場関係事業者は、前述のとおり、個々の私企業として経営を継続していま

す。札幌市場が基幹的インフラとして生鮮食料品を安定供給するという役割を

担い続けるためには、市場関係事業者の経営努力が必要不可欠です。市場関係

事業者は、これまで築いてきたノウハウを活用した取引を継続するとともに、

統一的な方向性を見据えながら、生産者と実需者のニーズのマッチングへの即

応など、各社が強みを活かした新たな取組を実施していくことで、販売力、集荷

力を強化していきます。

市場関係事業者各社が強みを活かすことで、競争力を高め、市場全体の活性

化を図ります。

【取組事業例】 
○実需者に対するリテールサポート業務の拡大 
消費者行動の変化をとらえた企画提案を行うなど、小売店等との連携を強化

○生産者と実需者を結ぶコーディネート機能の強化＜生産者支援＞ 
規格外品や未利用魚等を活用した生産者支援や生産者と実需者のマッチング

○地域社会への貢献 
札幌を含む近郊エリアへの生鮮食料品を安定的に供給する体制の強化

○企業の得意分野強化 
各企業の専門性を活かし、得意、不得意分野を融合する取組（場外配送一元化

など）

○一次加工や中食等のニーズに対応した商品開発 
川上、川下21からの情報が集まる場の利点を活かした商品開発

○北海道産品の道外での販売強化 
北海道産品を首都圏や海外などへ販売を強化していくための取組

21 【川上、川下】 商品の流通経路を川になぞらえて「川上から川下へ」と表現。卸売市場の流通経路では、「川上」は農産地や漁業者などの生産者
を表し、「川下」は小売や加工業者などの実需者や消費者を表している。

新たな事業の実施 
（新規事業着手件数＝10年累計 12件以上） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

開設 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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市場関係事業者による新たな取組事例 １ 

① 輸出促進に向けた取組 
令和元年度より、札幌市場における輸出の促進に向け、卸売業者と仲卸業

者が共同事業に取組んでいます。東南アジアでの北海道産品等のニーズ調査

や、現地で開催された北海道フェアへの商品提供による出荷の実証実験など

を実施してきました。

② 府県産生鮮食料品の共同集荷
札幌市場を拠点市場とし、道内地方卸売市場とともに府県産生鮮食料品を

安定的に集荷・販売する体制の構築に取組んできました。 

③ 一次加工商品の販売強化 
中食・外食産業等に対して、ニーズが増加している一次加工商品（カット

野菜等）の販売拡大に向けた事業に取組んできました。 

④ 生産者に対する支援
荷主回り（産地訪問）によりニーズを調査し、生産者を含む産地の発展に

貢献するような協力（未活用魚等の活用支援や産地に対する助成）を実施し

てきました。 

輸出調査事業におけるタイでの催事の様子
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イ 公正かつ効率的な取引の推進 
① 買出人制度の整備及び法改正後の取引ルールの見直し 
買出人制度の資格要件、入場ルール等の見直しを図るほか、水産物部と青果

部で異なるルールを解消するための検討を行います。また、卸売市場法改正に

伴う取引状況の変化を踏まえ、必要に応じて取引ルールの見直しを行い、公正

な取引の維持を目指します。

② 精算事務の効率化 
WEB 請求書の導入によるペーパーレスの推進、現金決済から口座振替決済へ

の移行を順次進め、決済事務の効率化とコスト削減を図ると同時に、買出人の

利便性向上を図ります。 

精算 
ルールの見直し 

（見直し時期＝R6年度を目処）
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

精算 効率化策の実施 
（実施時期＝R6年度を目処） 

個別目標 
(指標) 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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(2) 北海道産品の魅力発信 
札幌市場は、多くの北海道産の「モノ」を扱っています。この魅力ある北海道産

品の情報を積極的に発信していくことにより、「モノ」、「カネ」、「ヒト」の動きを活

性化し、地域経済に貢献していきます。

ア  消費拡大のための取組 
① 食育事業及び消費拡大事業の推進
水産物部と青果部がそれぞれ行っている消費拡大事業や食育事業について、

効率的な運営体制の構築や、北海道産品の消費拡大につながるような魅力的な

イベントの実施に向け、検討を行います。

② SNS等を活用した消費拡大事業の推進 
SNS 等を活用して北海道産品の魅力を伝え、市場流通品の消費拡大につなげ

ていきます。 

③ 産学共同での食文化の振興 
産学共同での食文化の研究会やイベントの実施を通じて、新たな食材の提案

などを行い、食文化の振興を図ります。

魅力的なイベントの実施 
（イベント実施件数＝年 6件以上） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 
小売 

SNS を活用した情報発信
（市場Twitter フォロワー数の増加 

＝フォロワー1,500件以上） 
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

協会 

産学共同でのイベントの実施 
（イベント実施件数＝年 1件以上） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

開設 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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市場関係事業者による新たな取組事例 2 

オンライン展示会の開催 
水産物部の卸売業者２社では、それぞれ毎年年末の商品展示会を市場内で

開催しており、多数の取引関係者の方が来場されていました。しかし、令和

2年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、実際に商品を展示して

展示会は中止となりました。 

そこで 2社ではオンラインでの展示会を開催することとし、それぞれが創

意工夫を凝らした内容となっています。 

年末商材の紹介動画の視聴やオンラ

イン商談を実施しました。また、普段

は一般消費者が入場することができ

ない市場の卸売場を仮想空間上で散

策できる「いちヴァーチャルVR360°」

などを公開しました。 

動画閲覧サイト「YouTube」を用いた展

示会を開催しました。卸売業者の公式

YouTube チ ャ ン ネ ル に お い て 、

YouTuber と展示会に参加する各メー

カー担当者による年末商材の提案を

実施しました。 
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水産協議会と青果部運営協議会の取組 

水産協議会と青果部運営協議会は卸売業者、仲卸業者及び売買参加者の組合

などが組織する任意団体で、魚食普及や消費拡大を目的として様々な取組を行

っています。生鮮食料品と市場流通に関する知識の普及を図るために、これま

で、親子料理教室や料理コンテスト、小学校や幼稚園、保育園での出張食育教

室、小売店を掲載したガイドマップの作成、加盟小売店との共同によるお買い

物キャンペーンなどを実施してきました。 

お魚屋さんガイドマップ・やおやさんガイド MAP 親子市場見学・料理教室

保育園での出張食育教室 食育セミナー
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(3) 働きやすい環境整備 
札幌市場は生鮮食料品の流通に携わる多くの「ヒト」が仕事をしています。この

「ヒト」に着目した取組を検討、実施することで、「モノ」、「カネ」を流通させる「ヒ

ト」の動きを活性化し、地域経済に貢献していきます。

ア 労働環境の向上 
① 各事業者の人材確保 
採用難や若手社員の離職増加、後継者不足といった問題を解消するため、働

き方に対する意識改革のための講習会を開催するなど、若手社員の定着化や女

性活躍推進に向けた取組の検討を行います。

② 事業所内保育所の整備 
子育て世代が安心して働くことのできる職場環境を整備するため、保育ニー

ズを把握したうえで、事業所内保育所の設置について検討を行います。

講習会の開催 
（講習会開催回数＝年 1回以上） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 
小売 

職場環境整備
（事業所内保育所の設置判断 

＝R6年度を目処） 
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

協会 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 

市場内での講習会の様子
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２ 環境負荷の少ない市場                                                 
(1) 物流の効率化 

札幌市場は、大量の生鮮食料品を流通させることで、「モノ」、「カネ」を動かし、

経済の循環を図っています。市場の物流を改善し、「モノ」、「カネ」の動きを効率化

することで、経済への貢献だけでなく、環境負荷の軽減につながる取組を検討、実

施します。

ア 施設利用の効率化と有効利用 
① 物流の効率化 
荷降し時の仕分け作業の煩雑化などを背景とした荷降しの長時間化を解消す

るため、パレットの規格変更を含めた一貫パレチゼーション22化、パレットラッ

ク23やネステナー24の導入、ICT25を活用した流通情報の共有化などによる物流の

効率化を図ります。また、場内使用ルールの見直しにより、効率化を阻害する状

況の改善を継続して行います。 

② 施設等利用実態の整理と受益者負担 
センターヤード等市場の施設、設備、敷地や便益の提供などの施設等利用に

関し、便益の実態を調査、整理して、公正かつ適正な受益者負担を図ります。

22 【一貫パレチゼーション】産地から消費地までパレットで一貫輸送を行うことで、荷役作業の省力化によるドライバーの拘束時間短縮と重労働の解消
を図る取組。 

23 【パレットラック】 パレット運用される物流倉庫などで利用される固定されたラックで、パレット保管や重量物の保管に適しており、保管物の荷姿に合わ
せて、棚の高さを調整でき、組み立てや段増しも容易なラック。 

24 【ネステナー】 倉庫等で使用されている金属製の移動可能なラック。ラックの上にパレット等を載せることで保管効率を高めることができるだけでなく、
荷物量に応じて倉庫内でのネステナーの配置やレイアウトを自由に変更できる。 

25 【ICT】 情報通信技術。information and communication technology の略称 

市場内物流の改善 
（取引開始前までの荷降し完了の徹底） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 
開設 

受益者負担に係るルールの設定 
（ルール設定時期＝R5年度を目処） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

協会 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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(2) 環境負荷の軽減 
自然の恵みである生鮮食料品を扱う札幌市場は、自然環境を守るため、環境負荷

の軽減につながる取組を積極的に検討、実施します。

ア 環境面に配慮した取組の強化 
① 環境負荷軽減に向けた取組 
流通における食品ロス削減など、環境負荷軽減に向けた取組の検討を行いま

す。

② 持続可能性に配慮した生鮮品の調達 
2018 年６月 15 日に「ＳＤＧｓ未来都市」に選定された札幌市の市場とし

て、持続可能性に配慮した生鮮品の調達を継続していく必要があります。資源

の持続可能性に関する国際認証等の取得に向けた調査、検討を行います。 

生ごみ量の削減 
（取組実施前比10％の削減量） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

開設 

市場関係事業者による認証の取得 
（認証取得件数＝10年間で 5件） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

開設 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 

市場関係事業者による新たな取組事例 ３ 

物流の効率化への取組 
食品流通は、手作業や小ロットでの輸送が多いとされています。輸送を担うト

ラックドライバー等の人手不足が深刻化している状況を踏まえ、札幌市場ではパ

レットによる輸送の推進により手作業の軽減などを検討しています。 

パレット化を進めるにあたってはパレッ

トの適正な管理が求められます。青果卸

売業者ではパレットを汎用性の高い規格

への切り替えの検討や、パレットの積み

替えをスムーズに行える荷役機器の導入

などを行っています。 特殊なアタッチメントを

備えたフォークリフト
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３ 安全・安心を守る市場      
(1) 安全・安心の担い手の育成 

札幌市場は、生鮮食料品の流通過程において、品質衛生管理について適切に対応

するという社会的責任があるため、食の安全・安心を担う「ヒト」の育成につなが

る取組を検討、実施していきます。

ア 健全な企業経営の確保 
① 市場内の人材育成 
法令や市場内における取り決め(ルール)の周知や遵守のための講習会を開催

するなど、人材育成に努めます。 

② コンプライアンスの推進 
関係法令や社内ルールの遵守、社会の要請に適合した行動などのコンプライ

アンスの徹底を図り、生産者、実需者、消費者及び他市場関係事業者からの信頼

の確保と向上に努めます。 

講習会の開催 
（講習会開催回数＝年 1回以上） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 
小売 

精算 

各社のコンプラ意識の向上 
（講習会等参加人数＝1年毎に延べ 700 人） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

開設 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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(2) HACCP への対応 
食品衛生法の改正により対応が義務化された HACCP 等に沿った適切な衛生管理を

行うための体制の強化について検討、実施していきます。 

ア 衛生管理も含めた適切な施設利用 
① HACCP等に沿った衛生管理の徹底 
市場関係事業者各社において「HACCP の考え方を取り入れた衛生管理」を徹底

するとともに、保健所広域食品監視センターとも連携しながら、食品特性に応

じた取扱の徹底を図るなど、食の安全・安心の確保に向けた取組を検討、実施し

ます。 

② 入退場管理 
売場内等、市場内の衛生リスク管理や防犯の観点から、適切な市場内入退場

ルールを定め、開設者と市場関係事業者が一体となってルールの運用を行い、

また、周知徹底を図ります。 

精算 

各社の衛生管理意識の向上
（HACCP衛生管理計画書 

の作成率＝100％）
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 

入退場ルールの設定 
（ルール設定時期＝R5年度を目処） 

個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

協会 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 
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(3) 市場に対する理解の促進 
札幌市場は、食品の品質衛生管理について適切に対応するという社会的責任があ

ります。また、食に関する「情報」の集積拠点としての役割もあります。安全・安

心を守る市場の機能や役割等の理解を高めるため、これらの「情報」を素早く適切

に、そして積極的に発信する取組を検討、実施していきます。 

ア 情報発信機能の強化 
① 食文化・食育の振興 
北海道の旬の食材に関する情報や安全・安心などの食に関する情報について、

より多くの市民に分かりやすく発信するため、市場のホームページや SNS、動画

などを積極的に活用した取組を検討、実施していきます。

情報発信に関する取組 

札幌市や市場関係事業者で構成する市場情報発信実行委員会が主体と

なり、食の安全・安心に関する取組などを広く発信しています。これま

で、ホームページでの市場のイベント紹介や市場ロゴマークやキャッチ

コピーの作成、市場 PR 動画の制作などを行ってきました。 

情報の定期的な発信
（市場HP の閲覧件数 

＝前年度比プラス） 
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

協会 

ホームページでの情報発信 いちばいちばんポスター 

ロゴマーク いちばいちばんソング（YouTube） 
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② 市場関連イベント情報などのタイムリーな発信と市場の役割の周知、魅力の発信
産地による販売促進イベントや、市場関係事業者による各種キャンペーン等

のイベント情報について、市民やマスコミに向けてタイムリーに発信するため

の取組を引き続き実施していきます。さらに、卸売市場が持つ公的役割や機能

に関する情報を市民に分かりやすく、かつ魅力的に発信するため、展示室を利

用した見学や市場開放イベント、各PR事業を効果的に活用した取組などを検討、

実施していきます。 

③ 統計情報等の適正な提供 
卸売市場法に定められている入荷や販売に関する日々の情報公表について、

ホームページなどを利用して適正に提供していきます。

正確な情報提供 
（不具合発生件数＝毎年度不具合ゼロ件） 

個別目標 
(指標) 卸 開設 

市場の魅力の伝達
（市場HP の閲覧件数 

＝前年度比プラス） 
個別目標 
(指標) 

卸 

仲卸 

小売 
開設 

協会 

【取組実施主体】    卸売業者、    仲卸業者、    小売組合、    開設者、    精算会社、    市場協会卸 仲卸 開設 小売 協会 精算 

市場ホームページによる統計情報の発信 
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活性化編における取組一覧 
分類 SDGｓとの関連 取組 

目標 
(指標) 

R
3

R
4

R
5

R
6

R
7

R
8

R
9

R
10

R
11

R
12

地
域
経
済

貢
献

市
場

取
引
の
強
化

市場関係事業者の
共同実施による取
組 

新たな共同事業の実施 
（着手件数＝10 年間で 3件） 

市場関係事業者に
よる新たな取組 

新たな事業の実施 
（新規事業着手件数＝10 年累計

12 件以上） 
買出人制度の整備
及び法改正後の 
取引ルールの見直し

ルールの見直し 
（見直し時期＝R6 年度を目処） 

精算事務の効率化
効率化策の実施 

（実施時期＝R6 年度を目処） 

北
海
道
産
品
の
魅
力
発
信

食育事業及び消費
拡大事業の推進 

魅力的なイベントの実施 
（イベント実施件数＝年 6件以上）

SNS 等を活用した
消費拡大事業の 
推進 

SNS を活用した情報発信 
（市場 Twitter のフォロワー数 
＝フォロワー1,500 件） 

産学共同での 
食文化の振興 

産学共同イベントの実施 
（イベント実施件数＝年 1件以上）

働

環
境
整
備

各事業者の 
人材確保 

講習会の開催 
（講習会開催回数＝年 1回以上）

事業所内保育所の
整備 

職場環境の整備 
（事業所内保育所設置判断 
＝R6 年度を目処） 

環
境
負
荷

少

市
場

物
流
の
効
率
化

物流の効率化 
市場内物流の改善 

（取引開始前までの荷降しの徹底）

施設等利用実態の
整理と受益者負担

受益者負担に係るルールの設定 
（ルール設定時期＝R5年度を目処）

環
境
負
荷

軽
減

環境負荷軽減に 
向けた取組 

環境負荷軽減に向けた取組の実施 
（生ごみ量の削減 

＝取組実施前比 10％の削減量） 

持続可能性に配慮
した生鮮品の調達 

市場関係事業者による認証の取得 
（認証取得件数＝10 年間で 5件）

安
全

安
心

守

市
場

安
全
安
心
の
担
い
手
の

育
成

市場内の人材育成 
講習会の開催 

（講習会開催件数＝年 1回以上）

コンプライアンスの 
推進 

各社のコンプライアンス意識の向上 
（講習会等参加人数 
＝1 年毎に延べ 700 人） 

HACCP

へ
の
対
応

HACCP 等に沿った
衛生管理の徹底 

各社の衛生管理意識の向上 
（HACCP 衛生管理計画書作成率 
＝100％） 

入退場管理 
入退場ルールの設定 

（ルール設定時期＝R5年度目処）

市
場
理
解

促
進

食文化・食育の 
振興 

情報の定期的な発信 
（市場 HP の閲覧件数 
＝前年度比プラス） 

市場関連イベント情報
などのタイムリーな発信と
役割周知、魅力発信

市場の魅力の伝達 
（市場 HP の閲覧件数 
＝前年度比プラス） 

統計情報の適正な
提供 

正確な情報提供 
(不具合発生件数＝毎年度ゼロ件) 

調査・対策実施・効果検証 

R11 年度まで継続実施 

対策の検討実施 

対策の検討実施 

毎年度継続実施 

毎年度継続実施 

毎年度継続実施 

実施 見直し検討

調査検討 

継続事業:継続実施 見直し

新規事業:調査・対策実施・効果検証 

検討実施 

毎年度継続実施 

毎年度継続実施 

対策の検討実施 効果検証 見直し

効果検証 見直し

毎年度継続実施 

毎年度継続実施 

毎年度継続実施 

検討実施 見直し

検討実施 

検討実施 
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第10章 施設等の整備と改修                                    
市場関係事業者の販売力・集荷力強化のためには、生産者や消費者のニーズや今後

の社会情勢を踏まえた対応が求められます。市場施設等の整備、改修の検討を開始す

るにあたっては、各事業者が必要としている市場機能における大きな方向性（改正卸

売市場法施行後の新たなルール下での流通環境の変化、物流動線の整理、水産物部と

青果部のゾーニング26、機能の集約など）を盛り込んだグランドデザイン27を策定した

うえで、今後強化すべき機能を充実させていくことが重要となります。 

また、昨今の札幌市場や他の卸売市場を取り巻く環境から、生鮮食料品の高度な衛

生管理や品質保持のためのコールドチェーンの強化や、流通環境の悪化に伴う物流効

率化への対応など、今後 10 年間の間に、下表に例示するような必要機能が求められま

す。 

こうしたことを考慮に入れながら、第２次プロジェクトの計画期間においては、施

設等の整備、改修の大きな方向性や札幌市場の「在り方」「位置づけ」「役割」「機能強

化の方向」を再度確認するとともに、「適正な受益者負担」を踏まえながら、市場関係

事業者と開設者が綿密な協議を行いながら協働して取組を進めます。 

なお、施設等の整備、改修に際しては、民間活力の導入も含めて検討していきます。 

今後10年間において求められる必要機能及び施設例 
必要機能 施設例 

○高度な衛生管理 
○冷蔵、低温保管 
(コールドチェーン28) 
○荷降ろし(荷さばき) 
○クロスドッキング29

◇温度帯管理できる冷蔵、低温倉庫（一時保管、空間利用機能含む) 
◇荷降ろし、荷さばき箇所の上屋設置 
◇売場内等に設置できる冷蔵、低温保管設備 
◇クロスドッキングセンター 

26 【ゾーニング】 各箇所を用途別に区画すること。 
27 【グランドデザイン】 全体構想のこと。 
28 【コールドチェーン】 輸送も含め生産地から卸売市場等中間物流拠点及び消費地まで、一貫して低温を保ったまま流通させる仕組みのこと。 
29 【クロスドッキング】 物流センター等にトラックなどで到着した商品を保管せず、その場で荷さばきし、出荷すること。 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 

検討・実施期間 

整備計画立案

調査検討
整備・改修等 

（市場関係者と開設者の協議が整ったもの） 


